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交通産機品カンパニー交通産機品カンパニー事業戦略事業戦略

－－ 差別化差別化のの加速加速 －－
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連結・分野別販売高比率連結・分野別販売高比率

鉄道車両品　鉄道車両品　40%40%

ｸﾗﾝｸｼｬﾌﾄｸﾗﾝｸｼｬﾌﾄ

ﾌﾛﾝﾄｱｸｽﾙﾌﾛﾝﾄｱｸｽﾙ
ｱﾙﾐﾎｲｰﾙｱﾙﾐﾎｲｰﾙ
ﾘﾀｰﾀﾞﾘﾀｰﾀﾞ

産業機械品　産業機械品　15%15%
VCVCﾛｰﾙ・高圧容器ﾛｰﾙ・高圧容器

金型素材・環状品金型素材・環状品

車輪車輪
車軸車軸
ﾌﾞﾚｰｷﾃﾞｨｽｸﾌﾞﾚｰｷﾃﾞｨｽｸ
台車台車
連結器連結器

国内　国内　35%35%

米国・中国　米国・中国　10%10%

自動車建機自動車建機品　品　45%45%

2006年度販売見通し :　連結合計　1,000億円
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鉄道車両品－１鉄道車両品－１

連結器連結器

台車台車



4

鉄道車両品－２鉄道車両品－２

車輪車輪

車軸車軸
駆動装置駆動装置

鍛鋼ﾌﾞﾚｰｷﾃﾞｨｽｸ鍛鋼ﾌﾞﾚｰｷﾃﾞｨｽｸ

駆動輪軸駆動輪軸

台車台車
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自動車建機品自動車建機品

ﾄﾗｯｸﾄﾗｯｸ・・ﾊﾞｽ用大型ｸﾗﾝｸ軸ﾊﾞｽ用大型ｸﾗﾝｸ軸

ﾄﾗｯｸ用ﾌﾛﾝﾄｱｸｽﾙﾄﾗｯｸ用ﾌﾛﾝﾄｱｸｽﾙ

乗用車用乗用車用小型小型ｸﾗﾝｸ軸ｸﾗﾝｸ軸

乗用車用エンジン　（断面）乗用車用エンジン　（断面）
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製品の国内市場占有率製品の国内市場占有率 （当社推定）（当社推定）

鉄　 道
車両品

自動車
建機品

製　品

車　　　　　　輪

車　　　　　　軸

駆　動　装　置

連　結　器

台　　　　　　車

乗用車用　小型クランク軸

鍛鋼ﾌﾞﾚｰｷﾃﾞｨｽｸ

市場占有率

１００　％

１００　％

６０　％

８０　％

２５　％

２０　％

１００　％

ﾄﾗｯｸ･ﾊﾞｽ用　大型クランク軸 ７５　％

第１位

第１位

第１位

第１位

第１位

第１位

第１位

第１位

当カンパニーの全製品の８０％当カンパニーの全製品の８０％以上以上が、市場占有率第１位．が、市場占有率第１位．
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販売金額の推移と中期計画（連結）販売金額の推移と中期計画（連結）
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鉄道鉄道車両品車両品のの事業展開事業展開

・国内鉄道事業の展望・国内鉄道事業の展望

・海外市場への対応・海外市場への対応
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　　　　　　　　　　　　　　国内：高速化、高機能化によ国内：高速化、高機能化によるる付加価値向上付加価値向上

高速化高速化

高
機
能
化

高
機
能
化

高速化高速化高機能化高機能化

・静音歯車・静音歯車

高速化高速化

・車体傾斜制御・車体傾斜制御・防音車輪・防音車輪
・・軽量波打車輪軽量波打車輪

当社の目指す方向当社の目指す方向

在　来　線在　来　線 新　幹　線新　幹　線

高機能化高機能化

・ｱｸﾃｨﾌﾞ制御・ｱｸﾃｨﾌﾞ制御

鉄道車両品鉄道車両品
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在来線の在来線の高機能高機能化化製品製品

341341kg/pkg/p 317317kg/pkg/p

7%軽量化

FEMFEM図図

--10~10~--2020dBdBのの防音防音効果効果

軽量波打車輪軽量波打車輪

防音防音車輪車輪

鉄道車両品鉄道車両品
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在来線の高速化技術在来線の高速化技術

空気ばね空気ばね車体傾斜制御車体傾斜制御

名鉄空港特急名鉄空港特急
曲線通過速度　：　最大曲線通過速度　：　最大 1515km/hkm/h　　ｱｯﾌﾟｱｯﾌﾟ

給気上昇
排気下降

傾斜角　最大２°

空気ばね

・至上命題　：　名古屋－中部国際空港　間　「・至上命題　：　名古屋－中部国際空港　間　「3030分を切る！分を切る！」」

・当社新技術により、・当社新技術により、2828分を達成分を達成．．

鉄道車両品鉄道車両品



12

新幹線の高機能化新幹線の高機能化

・世界唯一の無響音室内の駆動装置負荷試験機・世界唯一の無響音室内の駆動装置負荷試験機

・最高回転数・最高回転数 : 10,000: 10,000rpmrpm　（　（500km/h500km/h相当）相当）

・新開発歯型による騒音低減効果・新開発歯型による騒音低減効果

（特許申請中）（特許申請中）

無響音負荷試験機による静音歯車の開発無響音負荷試験機による静音歯車の開発

鉄道車両品鉄道車両品
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新幹線の高速化新幹線の高速化

ｱｸﾃｨﾌﾞ（動揺防止）制御　：　世界で初めて実用化ｱｸﾃｨﾌﾞ（動揺防止）制御　：　世界で初めて実用化

JRJR東日本はや東日本はやてて

制御なし

制御あり

輪軸

車体

揺れ

ｷｬﾝｾﾙ
ｱｸﾁｭｴｰﾀｰ

鉄道車両品鉄道車両品

横
揺
れ

横
揺
れ
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海外海外--１：米国車輪の需要動向１：米国車輪の需要動向

　・省ｴﾈによる鉄道への回帰　　　・省ｴﾈによる鉄道への回帰　　

　・中国からの輸入物流（西海岸→東）の増大　　　・中国からの輸入物流（西海岸→東）の増大　　

　　・取り替え基準の厳格化・取り替え基準の厳格化　→　　→　車輪寿命の短命化車輪寿命の短命化

需要増大の背景需要増大の背景

鉄道車両品鉄道車両品
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　　　　　　　　当社の車輪　　　　　　　　当社の車輪製造実績と能力増強計画製造実績と能力増強計画

旺盛な、米国旺盛な、米国車輪車輪需要に対応して、設備能力の増強を図る．需要に対応して、設備能力の増強を図る．

鉄道車両品鉄道車両品
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海外海外--22：台湾・中国の新幹線ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ：台湾・中国の新幹線ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

・新幹線型車両の車輪、車軸、駆動装置、連結器などを納入．・新幹線型車両の車輪、車軸、駆動装置、連結器などを納入．

・台湾新幹線　：　新車用部品納入完了．・台湾新幹線　：　新車用部品納入完了．

・中国高速鉄道網　：　今後３年間で５，０００両を新造の計画．・中国高速鉄道網　：　今後３年間で５，０００両を新造の計画．

　　　　（日本の新幹線保有車両数　：　約４，０００両）　　　　（日本の新幹線保有車両数　：　約４，０００両）

（当社推定）（当社推定）
鉄道車両品鉄道車両品
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鉄道車両品の販売鉄道車両品の販売見通し見通し鉄道車両品鉄道車両品
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　　　　　　　　世界の　　　　　　　　世界の鍛鋼車輪メーカー別生産量鍛鋼車輪メーカー別生産量鉄道車両品鉄道車両品

高速車両用車輪のメーカーで、生産量第高速車両用車輪のメーカーで、生産量第11位位
【【 質と量で世界一質と量で世界一 】】

（（20052005年度年度当社推定）当社推定）
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鉄道車両品の事業方針まとめ鉄道車両品の事業方針まとめ

　　1.1.　国内鉄道事業の進展　国内鉄道事業の進展

　　 ・高速化、高機能化で、付加価値の向上．・高速化、高機能化で、付加価値の向上．

　　2.2.　海外市場への対応　海外市場への対応
　　　　　　
　　　・能力増強による米国向車輪の拡販．　　　・能力増強による米国向車輪の拡販．

　　　・台湾、中国プロジェクトへの参画．　　　・台湾、中国プロジェクトへの参画．

　　3.3.　以上の施策により、　以上の施策により、’’0808年度は、年度は、’’0505年度対比年度対比

　　　　　　+15%+15%の拡販を行なう．の拡販を行なう．

鉄道車両品鉄道車両品
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自動車建機品の事業展開自動車建機品の事業展開

【今後のトレンド】【今後のトレンド】

　　1.1.　世界の自動車生産量の伸び　世界の自動車生産量の伸び

　　2.2.　クランク軸の鍛鋼化　クランク軸の鍛鋼化

　　3.3.　　VV型エンジンの増加型エンジンの増加
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地域別自動車生産台数
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台
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（
万

台
/
年
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世界の自動車生産量と将来予測　世界の自動車生産量と将来予測　

世界の自動車生産台数：約17%の伸び（2005年→2015年）世界の自動車生産台数：約17%の伸び（2005年→2015年）

100
103

117

106

100 110
125

150

数字は、2005年を100とした場合の指数

100 107 113 126

中国含むｱｼﾞｱ

北米

日本

その他地域

（当社推定）（当社推定）
自動車建機品自動車建機品
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　　　　　　　　　鍛鋼　　　　　　　　　鍛鋼ｸﾗﾝｸ軸と鋳ｸﾗﾝｸ軸と鋳鉄鉄ｸﾗﾝｸ軸の比較ｸﾗﾝｸ軸の比較

コスト

加工コスト

信頼性・省燃費

低振動･低騒音

影響要素

△→○

△→○

◎

◎

鍛鋼

剛性

強度

△

○製造コスト

○被削性

○機能

鋳鉄特性

自動車建機品自動車建機品
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乗用車用ｸﾗﾝｸ軸鍛鋼化の推移乗用車用ｸﾗﾝｸ軸鍛鋼化の推移

DCIクランク軸（=Ductile Cast Iron 鋳物）
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［
%
］

日本

米国

欧州

乗用車ｸﾗﾝｸ軸の鍛鋼化推移

8%

40%

55%
60%

75% 80% 80%

60%
65% 68%64%

51%

・エンジンの小型・高出力・低燃費化 ⇒ 鍛鋼化拡大
・北米の鍛鋼化率 40%→60% （2005年→2015年）

・エンジンの小型・高出力・低燃費化 ⇒ 鍛鋼化拡大
・北米の鍛鋼化率 40%→60% （2005年→2015年）

（当社推定）（当社推定）
自動車建機品自動車建機品
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VV型型鍛鋼鍛鋼クランク軸の量産化クランク軸の量産化

エンジンの小型・高出力化のため

V型鍛鋼ｸﾗﾝｸ軸の開発要請

自動車ﾒｰｶｰのﾆｰｽﾞ

直列６気筒エンジン直列６気筒エンジン

Ｖ型６気筒エンジンＶ型６気筒エンジン

量産化成功　：　世界初量産化成功　：　世界初
（素形材通産大臣賞受賞（素形材通産大臣賞受賞))

(３ﾘｯﾀｰ乗用車用)直列ｸﾗﾝｸ軸

V型ｸﾗﾝｸ軸

重量：-1/3
33kg/p→22kg/p

全長 -30%

ねじれた形状－高度な鍛造技術が必要

最初に応えたのは当社の技術

自動車建機品自動車建機品
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　　　　　　　　　　　　　　　　ｸﾗﾝｸ軸事業の海外展開と製造能力推移ｸﾗﾝｸ軸事業の海外展開と製造能力推移

第１期 6000 ﾄﾝ 型鍛造ライン設置

第２期 7000 ﾄﾝ 型鍛造ライン設置

第１期 6000 ﾄﾝ 型鍛造ライン設置

第２期　（建設中）

第３期　（建設中）

第１期

ICI社（米国）

ICI社（米国）

恵州住金（中国）

恵州住金（中国）

ICI社（米国）

アセアン（未定）

1992年
1997年
2004年

(2008年)
(2009年)

------

工場建設時期

住友の製造能力

0

100

200

300

400

500

600

700

800

900

1000

1990年 1995年 2000年 2005年 2008年 2015年

製
造
能
力
［
万
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］

日本 米国

中国 アセアン

(100)
630

410
340

230

+100
+120

+120
+30

(116)
730

(159)
1000

自動車建機品自動車建機品
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VV型鍛鋼クランク軸型鍛鋼クランク軸販売量販売量

高級志向化に伴いTW設備設置、V型鍛鋼クランク軸販売量が増加高級志向化に伴いTW設備設置、V型鍛鋼クランク軸販売量が増加

当社販売実績

自動車建機品自動車建機品
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世界ｼｪｱｰ世界ｼｪｱｰ10%10%以上を目指して以上を目指して

約約21002100万台万台

日本日本

中国中国
欧州欧州 北米北米大阪

ICIICI

恵州住金恵州住金

アジアアジア

南米南米

約約10001000万台万台

約約11001100万台万台

約約19001900万台万台

約約500500万台万台

世界自動車生産 日系メーカー 　住友生産 住友シェア
2005年 6500万台 2200万台 500万本 8%
2008年 6900万台 2500万台 730万本 11%
2015年 7600万台 3100万台 1000万本 13%

2005年 340万本
2008年 400万本
2015年 400万本

2005年 130万本
2008年 150万本
2015年 270万本

2005年 30万本
2008年 180万本
2015年 210万本

約約10001000万台万台

新工場新工場
2005年 0万本
2015年 120万本

当社の資本力、技術力、客先とのつながりを軸として
　　　　　世界市場の伸び ＜ 日系ﾒｰｶｰの伸び ＜ 住友クランク事業の伸び

当社の資本力、技術力、客先とのつながりを軸として
　　　　　世界市場の伸び ＜ 日系ﾒｰｶｰの伸び ＜ 住友クランク事業の伸び

グローバル１０の達成グローバル１０の達成

自動車建機品自動車建機品



28

鍛鋼鍛鋼ｸﾗﾝｸ軸ﾒｰｶｰ別生産量ｸﾗﾝｸ軸ﾒｰｶｰ別生産量 （（20052005年度年度当社推定）当社推定）
自動車建機品自動車建機品
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クランク軸の事業戦略クランク軸の事業戦略

　　1.1.　今後、中国・米国での自動車生産が伸びる．　今後、中国・米国での自動車生産が伸びる．

　　2.2.　クランク軸の鍛鋼化が進む．　クランク軸の鍛鋼化が進む．

　　3.3.　クランク軸は、成形難度の高い　クランク軸は、成形難度の高いVV型へ．型へ．

　　1.1.　北米市場、中国市場へ積極展開．　北米市場、中国市場へ積極展開．

　　2.2.　　世界各拠点で世界各拠点で高級化，差別化を推進高級化，差別化を推進．．

　　3.3.　　’’0808年度は、年度は、’’0505年度対比　年度対比　+17%+17%の増販見込．の増販見込．

事業戦略事業戦略

事業環境事業環境

自動車建機品自動車建機品
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交通産機品交通産機品カンパニーのカンパニーの強さの源泉と強さの源泉と
事業展開のコンセプト事業展開のコンセプト
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物造りの物造りのサイクルサイクル

設　　　　　計 製　　　　造

使　　　　　用評価・改善
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物造りのｻｲｸﾙ物造りのｻｲｸﾙ : : 単なるﾒｰｶｰの場合単なるﾒｰｶｰの場合

設　　　　　計
製　　　　造

使　　　　　用評価・改善

図面図面
仕様書仕様書

納入納入

図面通り作るだけ図面通り作るだけ

ﾕｰｻﾞｰﾕｰｻﾞｰ メーカーメーカー
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物造りのｻｲｸﾙ物造りのｻｲｸﾙ : : 交通産機品ｶﾝﾊﾟﾆｰの交通産機品ｶﾝﾊﾟﾆｰの場合場合

FEMFEMほかほか解析技術解析技術

設　　　　　計

世界一の物造り力世界一の物造り力

製　　　　造

顧客と共同で顧客と共同で

使用状態をﾓﾆﾀｰ使用状態をﾓﾆﾀｰ

使　　用

各種の試験機で各種の試験機で

使用状態を再現使用状態を再現

評価・改善

納入納入

顧客ﾆｰｽﾞ顧客ﾆｰｽﾞ

サイクル全体を自前でまわす力サイクル全体を自前でまわす力
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設計能力設計能力

当社の高い応力解析技術で製品設計が可能．当社の高い応力解析技術で製品設計が可能．

変更前 変更後

最大応力：35％削減

焼入解析ｿﾌﾄを独自開発焼入解析ｿﾌﾄを独自開発

最適形状を提案、量産採用最適形状を提案、量産採用

1.1.　新幹線部品設計のため、応力解析手法を開発したのが発端．　新幹線部品設計のため、応力解析手法を開発したのが発端．

2.2.　その後の高度化により、鋼の凝固、熱処理変態、残留応力等の解析にも適用．　　その後の高度化により、鋼の凝固、熱処理変態、残留応力等の解析にも適用．　

ｸﾗﾝｸ軸の熱処理解析での応用例ｸﾗﾝｸ軸の熱処理解析での応用例
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世界一の世界一の物造り物造り力力

物造り力の源泉物造り力の源泉

1.　材料から鍛造、熱処理、仕上、更には、使用する金型まで

　　　一貫して生産．

顧客のあらゆるニーズに対応でき、しかも、短納期．

2.　転炉CC材の適用．

高歩留、高清浄度

3.　独創的な鍛造設備の開発．

高歩留、高生産性
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独創的な鍛造設備群独創的な鍛造設備群

車輪整形用車輪整形用SIRDSIRDﾌﾟﾚｽﾌﾟﾚｽ
（世界唯一の設備）（世界唯一の設備）

SIRDの原理

歩留向上歩留向上 : 7%: 7%
Rotary ForgingRotary Forging
　・　・小さな力で大成形小さな力で大成形
　・外周ｻｲｼﾞﾝｸﾞ　・外周ｻｲｼﾞﾝｸﾞ

5,0005,000TT高速全自動高速全自動
ｸﾗﾝｸ軸ｸﾗﾝｸ軸 鍛造ﾗｲﾝ鍛造ﾗｲﾝ

生産能率　：　生産能率　：　450 450 P/HP/H
要　　　員　：　要　　　員　：　22名名（監視、段取のみ（監視、段取のみ))
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　　　　　　　　　　　　評価・改善：各種試験装置群評価・改善：各種試験装置群

車輪実体疲労試験機車輪実体疲労試験機

エンジンテスターエンジンテスター

台車回転試験機台車回転試験機

新幹線用ﾌﾞﾚｰｷ試験機新幹線用ﾌﾞﾚｰｷ試験機
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新製品開発の試作評価サイクル新製品開発の試作評価サイクル

FEMFEMほかほか解析技術解析技術

設　　　　　計

世界一の物造り力世界一の物造り力

製　　　　造

使　　　　用
各種の試験機で各種の試験機で

使用使用状態状態を再現を再現

評価・改善

開発サイクルを当社単独で回せる力開発サイクルを当社単独で回せる力
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操舵台車（ｽﾃｱﾘﾝｸﾞﾎﾞｷﾞｰ）操舵台車（ｽﾃｱﾘﾝｸﾞﾎﾞｷﾞｰ）

進行方向

直線走行

進行方向

通常台車

操舵台車

ﾚｰﾙの方向と、車輪の進む方向が、違う．

ﾚｰﾙの方向

車輪の進む方向

ﾚｰﾙの方向と、車輪の進む方向が、同じ．

・脱線しにくい
・騒音の低減
・車輪摩耗の抑制

リンク機構リンク機構

曲線走行
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大型検証設備大型検証設備: : 曲線通過試験線曲線通過試験線

試験台車試験台車

牽引用ﾄﾗｯｸ牽引用ﾄﾗｯｸ

曲線路曲線路

・所内に実際の曲線軌道を敷設．・所内に実際の曲線軌道を敷設．

・狭軌・標準軌に対応．・狭軌・標準軌に対応．

・急曲線用台車の開発に活用．・急曲線用台車の開発に活用．
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曲線曲線通過試験の例通過試験の例
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